




Rethinking the Value of “the Context of Each Child”－Through Policy History of Collaboration between Kindergarten and Elementary School－福 江 厚 啓要旨平成２９年告示の新学習指導要領等において顕著であるように、近年、「学習者主体」ということが求められている。しかしながら、教育の周辺を取り巻く現在の状況は、依然として「可視化できる」学力観という旧態依然としたパラダイムに基づく競争と混乱とを払拭できていない。そのような中、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が示された。本稿では「保幼小連携」における政策史を俯瞰することを通し、幼児教育から小学校教育への接続期における「子どもの文脈」の価値について考察を試みた。キーワード：幼児教育（early childhood education）／小学校教育（elementary school education）情意（emotion/sentiment）／非認知的能力（non-cognitive ability）／学力（scholastic ability）
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